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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

 

2013-３-１ 

平成２４年度幹事研修会報告 
毎年恒例の研修会が、吾妻町の岩櫃山
山麓にある「コニファーいわびつ」にて実
施されました。 

第一日目は、グランドゴルフ・囲碁・ハイ
キングの各コースに分かれ競技等を実
施、心身をリフレッシュ。夜はカラオケを

交えての交流で、懇親を深めました。 

第２日目は４月に控えた総会及び懇親会
の改善策、会の活性化をテーマに議論。
皆さんから建設的なご意見やご提案をい
ただきました。 

なお、今回研修会の最後は、俳句を各自

披露いただき、お開きとなりました。 

その時の句を２句紹介します。 ⇒ 

 

 

平成２５年度 菱の実会総会の予告ご案内 
平成２５年度の総会は、４月２３日（火） 開催の予定で、準備を進めております。 
詳細は、次号でご案内いたしますので、あらかじめご予定くださるようお願いいたします。 

なお、昨年と同じように懇親会会場の一角に『会員趣味の作品展』を展示する予定ですのでご準備

下さい。この作品展は、総会前一週間程度展示して、現役の皆さんにも見てもらうことになっておりま
す。ふるって出品下さるようお願いいたします。事務局又は幹事までご連絡をお願いします。 

＜ 会員増のための 「入会ひと声勧誘」 のお願い ＞ 
このような方、おりませんか・・・  

① 転任や出向、転籍等で入会の案内が届かなかったために、会の存在を知らずにいる方。 
② 定年後も引続き仕事をしているため、入会がずれ込んだり、機会を失している方。 
③ 菱の実会のことが良く判らないため、入会を躊躇している方。 
④ 定年時に入会のタイミングを失してしまった方。今からでも遅くありません。 
⑤ 入会の手続きが面倒などの理由で入会していない方。 
⑥ 女性の対象者、会員奥様の加入を。会がもっと華やかになるでしょう。 

このような隠れた入会予備軍が、たくさんいるのではないでしょうか。 

ここ１０年間は、新規加入が伸び悩み、ついに平成２４年度は新規加入よりも脱退者の方が多くなっ
て会員数が減少傾向に転ずる見込です。今後の慶弔対象者の増を考えますと、会運営はますます
厳しくなると言わざるを得ません。菱の実会の健全な運営のためには、会員数の増加が必須です。
ぜひ会員皆さんの口コミでの勧誘をお願いいたします。 

なお、この入会促進活動は、４月から６月の期間、菱の実会キャンペーンとして展開の予定です。 
くわしくは、次号でご案内しますので、よろしくお願いいたします。 

 

残雪や 菱の実会の 旅の朝 

研修会 雪いち面で お出むかえ 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/
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【 新入会員紹介 】 

 

髙橋 豊 さん（平成２5年 1月入会）  太田市粕川町 

 

 

 ・Ｓ４２年：群馬製作所入社。入社後クリーナ設計（風神生産開始）に配属さ
れ、同所属一筋（綿ｺﾞﾐｶｯﾀｰ、クルッポン、360 度回転ホース、49 ホン清
音・・・・） 
・Ｓ５９年：馬電構造改革に伴い現ＭＨＫに出向。出向時はＡ０の図面をＡ１
の製図板で作成したのが思い出！（ＣＡＤ無）・クリーナー設計継続（伸縮
ホース、ダニパンチ、クルリーナ、モーター寿命トラブル・・・） 
・Ｈ４年：理美容設計配属（簡単取り付けお尻洗い機、布団乾燥機、アイロ
ン、ドライヤー、電気ストーブ・・・） 
・Ｈ８年：住宅設備機器設計配属。Ｋ／Ｍ向けトップオープン食洗機、ＩＨク
ッキングヒーター、ビルトインクリーナ、食洗機不具合による市場巡回 ） 
・Ｈ１４年：品質保証部（市場技術課）配属。三菱自動車リコール隠し等から
お客様対応に苦慮。住設機器は品質第一と再認識  
・Ｈ１９年：三菱電機退職、ＭＨＫへ転籍    ・Ｈ２３年１２月：ＭＨＫ退社 

退職後の活動：品証部配属と同時に始めた趣味の卓球をベースに地域活
動参加。（ラージ卓球、ゴルフ、グランドゴルフ、家庭菜園、＜飲み会＞） 

誕生地：山形県米沢市窪田町 

山形県立米沢工業機械科卒 

祝
長
寿 

「喜寿」のお祝い 

 

蜂須    茂 様 太田市只上町 ２月２７日 

飯塚  久夫 様 太田市南ヶ丘町 ３月２８日 

 

≪雑記帳≫  「漢字」で脳の活性化を 

最近パソコンに頼りすぎていて、漢字を忘れてしまっ

たり、なかなか出てこなくてがく然とすることがある。

またパソコンで漢字変換する時、候補の選択に迷っ

たり、誤変換に全く気がつかなかったり・・・。 

皆さんもそんなことありませんか。以前、家にきた手

紙の最後に、「早々」と書いてあるのがあった。このよ

うな恥をかかないためにも、漢字を練習しようと思う。 

漢字練習のためのこんなサイトを見つけました。 

「毎日漢字.com」  http://mainichikanji.com/ 

誰でも無料で漢字の練習ができます。毎日続ければ

漢字も覚えられ、脳の活性化にもいいでしょう。 

書き取り問題のみ毎日新しい問題を１５問、出題して

います。範囲は漢字検定３級、準２級、２級あたりの

問題です。（ちなみに、2 級は高校３年、準 2 級は高

校 1・2年、３級は中学３年レベル） 

その中から、２月５日（火）の問題を右に載せましたの

で、試してみて下さい。 

菱の実会ホームページの中にも、「漢字のためして

ガッテン」というサイトがありますのでご覧下さい。 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/kanji-main2.htm 

漢字を忘れてしまった理由が “ど忘れ”なのか“本忘

れ”なのか、気にかかる今日この頃である。 (篠崎) 

次の下線のカタカナを漢字に直せ。 

１．勢いアマって追突してしまった。 

２．外は雪がツもっている。 

３．マが差してお金を盗んでしまった。 

４．経済セイサイを発動する。 

５．彼女のジョウチョウな話にはうんざりだ 

６．ヒジョウに優れた能力をもっている。 

７．彼には協調性がケツジョしている。 

８．教育のあり方についてコウサツする。 

９．未だ状況をハアクできていない。 

10．長い間チンモクが続いた。 

11．ガゾウをメールで送る。 

12．未経験者大カンゲイのアルバイト。 

13．演説者にバセイを浴びせる。 

14．自分はなんてオクビョウな性格なんだ 

15．災害の跡がズイショに残っている。 

 

余、積、魔、制裁、冗長、非常、

欠如、考察、把握、沈黙、画像、

歓迎、罵声、臆病、随所 

http://mainichikanji.com/
http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/kanji-main2.htm


     

 

 

              

● 今月の【 細野水彩画廊 】:『 旅の記憶１．ベニス 』    ●【 須永写真ギャラリー 】:『 雪の造形 』 
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http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/hosono2013-03.pdf http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/sunaga2013-03.pdf 

【 会員投稿 】  

 

朔太郎記念館 

 本タイトルで、３回ほど群馬の文学者を紹介してきたが、段々知名度が低くなり、皆さんの関心も薄くなりそうな

ので、今回は県内の文学館をご案内して、ひとまず終わることにする。 

また、調べながら感じたことだが、近頃の作家は「ふるさと」への関心が著しく薄くなっているように感じられ

る。あるいは「故郷」を無視する傾向が窺える。都会化・国際化という流れが文学の世界へも入り込み、淋しいな

がら、『ふるさと』はますます忘れられていくようである。     

上州を彩った文人たち（その４）       ひ ま じ ん 

 

   与謝野晶子紀行文学館  

みなかみ町猿ヶ京温泉にあり、「猿ヶ京関所資料

館」に隣接している。。 

晶子は明治中期、日露戦役に従軍した弟を歎き

「君死にたまうことなかれ」の長詩を発表、反戦的歌人

として名声を博した。「やは肌のあつき血汐にふれも

見でさびしからずや道を説く君」の情熱的な歌も有名

である。夫の歌人鉄幹と共に後年は女子教育に功績

を残した。前財務大臣与謝野馨は孫にあたる。 

  徳冨蘆花記念文学館 

「群馬県を最も愛した一人が蘆花であるといってよ

いであろう」と群馬県郷土史家萩原進氏が述べてい

る。蘆花の作家としての地位を高めた『不如帰』の書

出しは伊香保温泉千明旅館から始まっている。 

蘆花は九州出身なのだが、徳冨家では長姉が富岡

製糸へ技術見習いに、次姉が安中市の政治家の後

妻となる等いろいろと縁が深く、伊香保へもたびたび

来遊した。『自然と人生』は「自然と人間が対立せず、

自然の中に人間があり、人間の中に自然があったよき

時代を代表する作品」と評されている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 蘆花記念文学館 ] 

昭和２年２月６０歳の蘆花は衝心病で倒れ「いま一度

伊香保へ行きたい」という本人の切なる希望で千明旅

館へ向った。同年９月、再起の希望もむなしく死をむ

かえた。 

また、東京都世田谷区には旧宅を中心とした「蘆花恒

春園」もある。 
 

土屋文明記念文学館 

 高崎市保渡田町、「かみつけの里博物館」の北方

にある。文明は１００才の長寿を全うした歌人である。

活躍の期間も大正・昭和の全期間に及び８０年という

長さに亘り、歌壇に君臨・長老として活躍した。 

昭和６１年には文化勲章を受章している。世良田町

歴史公園に歌碑があるので紹介してみよう。 

「夕暮るる み寺に来う（つどう）浄土絵の 

        青き山々 灯（ひとも）してみつ」  

 昭和５年園遊した時の作である。 

   前橋文学館・萩原朔太郎記念館 

上記については先にふれたので割愛する。 

田山花袋記念文学館 

 『蒲団』『田舎教師』で有名な田山花袋の文学館は

館林市城町にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 生家も移築 ] 

花袋は館林に生まれ、家は代々の秋元藩士であ

ったが、父が西南戦役で戦死する等貧窮のなかで育

つ。１１歳の時に東京へ丁稚奉公に出され、正規の

学歴はほとんどなかったが、文学への関心を持ち続

け、『ふる郷』が出世作となり、自然主義文学の代表

者ともくされるようになった。 

『東京の３０年』は明治文壇史として また明治の社

会や風俗の資料として、貴重な作といわれている。 

 ふるさとをこよなく愛した人だから、東京を活写でき

たのだろう。 

 

 



No．２３９ （４） 

◇ お し ら せ  ◇     ℡に市外局番のないものは 0276 です 

行 事 日時 場所 申込み、他 

３月の囲碁愛好会 

（２４年度囲碁大会） 
３月１１日（月） 
９：３０～（16：00） 

ブライダルスクール 

（会費 １０００円） 

3 月 7 日まで 
星野安正（0270-74-2064） 
窪田秀治（0276-25-7158） 

３月の麻雀愛好会 
３月１４（木）､２８日（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 3/12 日、26 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

３月の将棋愛好会  
３月２５日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

３月の 
グラウンドゴルフ例会 

３月２５日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第６０回ゴルフ愛好会 

（記念大会） 
４月９日（火）予定 

上武ゴルフ場 
（会費２０００円） 

川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

４月のカラオケ月例会 
４月１日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 3 月 30 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 
江川 八郎 （52-1886） 

４月のパソコンサークル 
４月１日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

４月の幹事会 ４月１日（月） １５：００ 労組会議室 
 

３月の編集委員会 ３月１８日（月） １３：３０ 労組会議室  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
    
 

発  行     2013-3-1  No.239                 発行責任者  二宮 平太郎 

● 編集：「菱の実会だより」編集委員会  ● 事務局 三菱電機労働組合群馬支部内 

〒370-0492 群馬県太田市岩松町 800    ℡ 0276-52-3874 Fax 0276-52-3207 

 

編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：4 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 4 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 
4 月 3 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

数十年前、スケッチブックを持参し秩父の３４札所巡りをした時、門前に立派な柳の木がありお

寺の方に見事な柳ですね・・・と褒め言葉を掛けたら、これは「しだれ桜」ですと言われ赤面した

記憶がありますが、来月はいよいよ春本番で桜の満開が日本を横断致します。この辺、界隈で

は岩瀬川の淵～呑龍様～金龍寺、尾島一丁目の雷電様～尾島公園～世良田東照宮、赤城

南面の千本桜、ＮＨＫドラマ「八重の桜」の舞台となった鶴ヶ城まで桜の満開に合わせ追っかけ

を計画しています。 

又、４月は菱の実会の総会もあり会員・各位の満開の笑みも楽しみにしています。 境野利夫記   

 

訃
報 

和田 光夫 さん （ 享年７５歳 ）  太田市新田中江田町 

２月 ８日ご逝去されました。 ご冥福をお祈り申し上げます。 

 


